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「第３回新居浜市国際化基本指針策定委員会」議事録 

 

 

○日  時  令和３年３月３０日（火） 午後４時から午後５時まで 

 

○場  所  新居浜市役所 応接会議室（３階） 

 

○出席委員（９名）  本田 郁代 委員長、松本 辰司 委員、 

土井 美智子 委員、安藤 進一 委員、合田 定子 委員、 

小野 雄史 委員、大  政年 委員、松尾 嘉禮 委員 

森 昭彦 委員 

 

○欠席委員（６名）  能瀬 伸一 副委員長、横川 久代 委員 

伊藤 誠 委員、藤田 武 委員、 

福田 京也 委員、伊藤 バーバラ 委員 

 

○事務局職員出席者   正夫 市民環境部長、 

長井 秀旗 市民環境部総括次長兼地域コミュニティ課長、 

泉 桂子 地域コミュニティ課副課長、 

菊池 栄光 地域コミュニティ課係長 

 

○傍聴人数 ３名 

 

○次 第 

１ 委員長あいさつ 

 

みなさん、こんにちは。本日は、大変お忙しい中、「新居浜市国際化基本指針策定委員会」に

ご出席いただきまして、本当にありがとうございます。 

これまで委員の皆様から様々なご意見をいただいて第２回の委員会におきまして基本指針案

を策定いただきました。そののち３月１日から３月２２日までの間に市民の皆様のご意見をお

聞きするパブリックコメントを実施いたしました。本日はその結果報告と基本指針の最終決定

をしたいと考えておりますので、本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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２ 議事 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

それでは、これよりお手元の次第に従って議事を進めます。 

まず１番目の「新居浜市国際化基本指針（案）について」、パブリックコ

メントの結果報告を事務局からお願いします。 

 

（新居浜市国際化基本指針（案）パブリックコメント結果報告について説

明） 

 

ありがとうございます。詳しく１０項目について説明がありましたが、主

に修正があったところは６番、７番、８番だと思います。その部分について

はあとでお伺いしますが、項目の１，２，３，４，５，９，１０は修正が無

いということで構いませんでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

今後計画を実践していく中で、参考にさせてもらって進めていきたいと思

います。 

それでは６番ですが、本市の持つ特徴という部分を外国人が暮らしやすい

という文言に修正するということと、もう１点は指針の位置づけのところに

表を入れるということですが、この６番について何かご意見がありましたら

お伺いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

次に７番の修正は文言の修正ですが、外国人「人口」を外国人「住民」に

変更するという事と、あとは項目のところに「の」を追加するという事で説

明があり、また２ページのグラフのところの文言、年少人口、生産年齢人口、

老年人口という言葉を追加するという事ですが、何かご意見がありましたら

お伺いしますがいかがでしょうか。 

 

分かりやすくて良いんじゃないでしょうか。 

 

ありがとうございます。分かりやすくて良いというご意見ですが、よろし

いでしょうか。 

 

（意見なし） 
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委員長 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

では、事務局の案の通りの修正で進めさせていただきたいと思います。 

続いて８番ですが、これは計画の実績のまとめの文言を１つ目、２つ目、

３つ目と、項目別にまとめを詳しく載せられたという事ですがこのことにつ

いて何かご意見ありましたらお願いします。案通りでよろしいでしょうか。 

 

（賛成） 

 

ありがとうございます。では全体で１番から１０番までのパブリックコメ

ントに対しまして、何かご質問やご意見ありましたら伺いますがいかがでし

ょうか。 

 

２番の、外国人新型コロナウィルス感染症対応の施策が必要ですという、

この外国人は在住の外国人に対してですか。それとも入ってくる、インバウ

ンドとかそういう人たちの事なのでしょうか。 

 

今、委員さんからお話があった点についてですが、具体的にこの外国人が

何を指すのかということですが、国・県・市連携でという様な書き方をして

おりますので、それからいくと新居浜市に新たに入ってくる外国人の対応も

当然、国にも入ってくるのでしょうが、そういった人への対策も必要じゃな

いかという事だろうと思われます。 

 

新型コロナウィルス感染症対応の施策が必要というのは確かですが、ここ

に外国人をクローズアップして書くっていうのは在住外国人を当てはめてい

るのであればとても失礼な話だと思います。外国人は日本人以上にコロナに

対して恐怖心を持っています。ここに外国人だけを書くのはちょっとおかし

いと思います。 

 

情報の点とか多言語で対応するだとか、そういった事は必要になってくる

と思います。確かに委員さんが言われたように、外国人だけが別にコロナと

いう話ではないので、そういった部分は確かにあるんですけども、外国人の

方にはやはり日本人よりも情報が伝わりにくいという事もございますので、

そういった意味での対応はやはり必要ではないかと考えております。 

 

この事について時間をとりたくはないんですけども、情報はもうインター

ネットも発達していますから外国人に対して情報は結構流れています。例え

ばワクチンなんかでも一番外国人が心配しているのは、「僕たちは一番最後じ

ゃないか」という話もあります。でも、やっぱりこういうところに外国人の
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

差別っていうのが出てきているんじゃないかなと思います。 

 

これはご意見をいただいているものに対する回答になりますので、回答と

してはこういう形にしかならざるを得ないのかなというところで、ご意見を

取り下げていただく話にもなりませんので、これはご意見の回答という事で

させていただきたいと思います。 

 

大変上手におまとめ頂いてありがとうございます。そこで、これらを実行

するのに１３ページにある各フィールドに記載される役割というのを見ます

と、国際交流協会というのがほとんどメインで頑張らなければならないとい

う事になっているのですが、前の１０年も同じだったんですよね。総括のと

ころでパブリックコメントで出ているのは、もう少し活発なことができなか

ったかというのをあげていないという意見だったんだろうと推測するんです

が、国際交流協会というのは実質何人でなさっているんですか。 

 

人数自体は事務局長さんがお 1人と、外国人スタッフが１名の計２名です。

あと、新居浜市の国際交流員で日本語が得意な外国の方がいらっしゃるので

すが、その方が週２回、午後に勤務しているという状況でございます。 

 

これだけのことが、それくらいのメンバーで十分に皆さんに周知できるほ

どの活動ができるかというと難しいような気がしております。その辺の改革

案というのはこれには盛り込まないんですか。 

 

今後、市といたしましては特に国際交流協会の運営支援というような形で、

当然おまかせして後は何も知りませんよというような事ではなくて、市が運

営支援を行いまして、今後人数も必要でしょうし予算ももっと必要だろうと

いう事もありますので、その辺りは体制の強化を図っていきたいと考えてい

ます。今後も国際交流協会を拠点として事業を進めていきたいと考えており

ます。 

 

避難をしなさいといったりするような、人数の多い９か国のサンプルがで

きているとか、そんなことがあるんでしょうか。インターネットで配信する

にしてもそのくらいの言語で一気に出せるような準備はできているのです

か。現在どうですか。 

 

今のところはないです。 
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委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

その辺りができるのかどうか。地域の放送塔は大嵐の時には何も聞こえま

せんからね。何か言っているくらいにしか聞こえません。あの放送塔の下あ

たりの何軒かは聞こえますけど、ちょっと離れるともう聞こえません。まあ

それは日本人も一緒ですけど。そういうインフラを整備したりするのはこの

組織では難しいんだろうと思いますが、その辺りは書き込みませんか。 

 

今後の体制について何か計画があればお話しいただければと思うんです

が、いかがですか。 

 

国際交流協会の担当者としてお答えします。確かにここに書いていること

は一気には絶対できないので、「逃げなさい」というものが何ヵ国語にできて

いるのかどうかという話はもちろんできていないのですが、徐々に外国人対

象の防災の研修会を開いており、災害の時はどうすれば良いのか等、少しず

つ研修をしています。もし多言語の「逃げなさい」というものが必要ならで

きますので、実際に実施していきたいなと思います。まだ国際交流協会がで

きて２年、今度の４月から３年目に入るんですが少しずつ国際化に向かって

進んでいると思います。 

 

よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。その他、ご意見・ご質問などありませんでしょう

か。 

 

１０番目に生活支援というのがあるんですが、生活支援というのはどうい

うものなんでしょうか。 

 

紙ベースの９ページになるんですが、（２）の生活支援というものがござい

まして、項目で言いますと災害時の支援であったり教育・福祉や医療・保健

であったり労働環境のところに記載させていただいているような内容が生活

支援になります。災害時の支援という意味で言いますと多言語でいろいろ

SNSやホームページ等を使って発信するものであったり、教育・福祉の分野

で言いますと今後外国人が増えてきて、子どもさんもやはり外国の方が増え

てくるという想定がありますので、その辺りのケアをする体制を整える等、

そのようなことを生活支援と考えております。 

 

ものすごく幅が広いんですね。 
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事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうです。 

 

その他、ございますでしょうか。 

 

外国人労働者も新居浜には多数入っておりまして、企業も外国人労働者に

対して新居浜市になじんでもらう努力なども結構していますので、そのよう

な中から生活を支援したり、お互いに理解を深めあって、協働で生活できる

ような事にこれから取り組んでいく必要があるのかなと思いますので、また

努力の方はさせてもらいます。 

 

ありがとうございます。他に、ありますでしょうか。 

 

９番の都市間交流の点なのですが、市民レベルでの小さな交流からスター

トするという事でございますが、例えば教育委員会主催の美術展とか芸術・

芸能祭や文化協会が主催している秋の芸術祭とか、そういう事業がたくさん

あるのですが、そういう事業に外国の方々が都市交流ではなく個人的に、例

えば１０ページに学校教育推進の中にも文化交流というのがあるんですけど

も、地域の中で個人的に交流している小さな交流になるんですけども、その

捉え方がこの中には何も無い。ただ大きな都市交流、それから学校教育の交

流になっていて、地域に根差した文化の交流、例えば日本文化を知っていた

だく、お茶会に誘ってそれを味わっていただくとか、そういう事がこの中に

は無いのですけれども、そういう風な地道な、国際化のスタートになる時点

の事がこの中のどこかに含まれていると良いのですが、そういった事がどこ

にも書かれていないです。都市交流でもない、学校教育でもない、地域の文

化に対して交流をしたいということがちょっとどこかに入れば良いかなと思

います。 

 

新居浜市国際交流協会でも今おっしゃられた文化的な交流をしていただい

ているのですが、文化協会にもお力をお借りしてぜひ進めていければ良いな

と思っております。今、委員さんがおっしゃられた内容でいいますと、９ペ

ージの（１）のコミュニケーション支援というのがございまして、④に外国

人との交流機会の創出ということで、外国人と市民との交流イベントに多く

の市民が参加できるよう各種関係団体と連携し交流イベントを実施するとと

もに ICTを活用した多様な国際機会の創出に努めますという事で、ここに含

まれると考えて作っております。ですので、今後実際にそうした機会を文化

協会と市とで一緒にやっていけたら、外国人の方にとても喜ばれるのではな

いかなと思います。そして、日本人にとってもプラスになるのではないかな
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委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と考えております。 

 

 よろしいでしょうか。 

 

 はい。 

 

ありがとうございます。他にありませんでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは事務局からの修正案の通り、この新居浜市国際課基本方針を決定

してよろしいでしょうか。 

 

（賛成） 

 

ありがとうございます。それでは修正案通りということでまたよろしくお

願いします。 

ありがとうございました。この基本指針を策定する委員会として議題は終

了しているのですが、その他の項目で、せっかくいろんな団体の方からこれ

だけの方が集まっておりますので、３回のこの会を通しましてご感想やご意

見を述べてもらいたいと思うのですが。よろしくお願いします。 

 

平面的に言うとこういう事だろうと思いますが、これはなかなか大変なん

じゃないかなと思います。具体的なところに入っていくと大変なことになる

という風に思います。次に、自治会側から言いますと、これをやっていくの

は良いんですけどずっとそこに定住している日本人と、それから外国人の方

は短期で来る方がほとんどだと思いますが、その人たちとどういう交わり方

をしていくか、例えばお祭りとか運動会とかそういった活動的な部分につい

ては外国の方は参加してくれると思うんですけれども、風習やその周りのし

がらみ等、そういったものは日本独特のものではないかなと思うので、なか

なか馴染めないのではないかなと思います。その辺のところはどうやって協

力してもらえるかというのが一つ。それからもう一つは防災です。防災は本

当に大変なことになるので、防災のそういった事について外国の方にどうや

って連絡していくか、あるいはそれをどうやって協力してもらえるか、そう

いったものについて話をしていかなければいけないと思うのですが、なかな

か話すこともできないでしょうし、長く居ても３年なのでその間何もなけれ

ばそれで良いだろうという考えが多いのではないかと思います。声もあまり
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かけないだろうし、より疎遠になっていくという事が起きやすいのではない

かと思います。それをこの指針に則って、基本指針というのがあるんですけ

れども、これを具体的にもっと掘り下げてやっていくためには相当時間もか

かるでしょうしいろんな障害があると思いますけれども、やるという事にな

ればやる以外は無いですが、少しずつでもやっていかなければならないとい

う気はしております。色々と多く問題が出てくると思いますが、また解決し

ながら良い方向にもっていくしかないんじゃないかなと思いました。 

 

ありがとうございました。ではよろしくお願いします。 

 

はい。素晴らしい新居浜市国際化基本指針ができて、これは全部実施でき

たら多文化共生の街づくりができるんじゃないかとは思いますが、なかなか

道は遠いだろうなとは思います。先ほど 3 年間の短期間で帰るんだろうとお

っしゃっていましたが、技能実習生というのは 5 年です。3 年でまた 2 年追

加されます。そのあと特定技能というものになります。今、コロナ渦で帰国

できない実習生がたくさんいます。その子たちがどういう風になるかといい

ますと特定技能に移っていっています。そして、今からまた技能実習生が入

ってきて特定技能が増えていくんじゃないかなと思います。また、新居浜市

の特徴としては日系ブラジル人が結構多いです。そういった永住者とかその

ような人たちのためにも、どうすれば良いのかというのを考えていかなけれ

ばならないと思うのですが、国際交流協会に居てよくわかるのが、新居浜市

民があまりにも国際化できていないという事がよく分かります。いろんなと

ころで多文化共生をするのがという事で、市民の方々に意識を変えてもらう

ように色々とお話はしていますが、なかなか難しく時間がかかるんだろうと

思います。そして防災においても、彼らたちは月曜日から土曜日まで働いて

います。休みが日曜日だけなので日曜日はお昼くらいまで寝ます。その後ス

ーパーへ行ってご飯を作って食べて、国の家族と話をする。そういう生活ス

タイルなんですね。なので、防災訓練へ出てくださいと言ってもなかなか難

しいところがあるのですが、こういうものはやはり自治会の方から声をかけ

るとか市役所の方から声をかけるとか、会社から出るようにという強いお誘

いをしたら良いんじゃないかなと思います。最近イベントをやっていて良く

わかるのですが、「日本人が参加するイベント」、「外国人が参加するイベント」

というものはなく全てミックスです。日本人が参加するイベントにも外国人

が何人も参加しています。そのような共生社会になってきているんですね。

なので、徐々に皆さんの意識を変えていければ良いんじゃないかなと思いま

す。 

 



- 9 - 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

はい、ありがとうございます。お願いします。 

 

スポーツを通しての外国人との共生という事で考えると、スポーツという

のは単発的に、深く交流ができるカテゴリーだと思うのですが、私も学生の

全国選抜選手権でヨーロッパの方へ遠征に連れて行くときに、向こうの受け

入れ体制がすごいなと感じています。ケアの状態が非常に良くて、こういう

形を我々地元でも作っていけば交流が深まるなと思います。そのポイントは

何かと言うと、競技施設であったり生活できる宿舎等になるのですが、私が

思い出すのは 2002 年の日韓ワールドカップの時に、オーストラリアのシド

ニーオリンピックの時の地元の受け入れ体制がどういうものであったのかを

視察に行ったことを今思い出したんですが、各部がどういう受け入れ体制を

しているのかというのを十分に勉強したうえで地元の体制を固めていくこと

が必要かなと思います。それから、日本人のトッププレイヤーでも外国人の

トッププレイヤーでも良いのですが、新居浜を活動拠点にしてもらうという

ような考え方があるんですが、なかなかそれはバックアップする企業・スポ

ンサーというのが必要で、以前の市長さんとの話の中で新居浜の企業さんが

トッププレイヤーが新居浜を拠点に活動できるスポンサー活動ができるかど

うかという事を話したことがあるのですが、このプレイヤーは新居浜を拠点

に活動していますよと、そして地元の子供たちにこういう風にスポーツ教室

していますよ、とアピールしてもらえるとどんどん新居浜の理解が広まって

いくという気もしたりします。そんなことを思い出しながら基本指針を見さ

せていただきました。この基本指針で良いと思います。 

 

ありがとうございます。お願いします。 

 

国際化基本指針、素晴らしいと思います。私自身、国際化についてここで

勉強させて頂きました。技能実習生の方々がどのような生活をなさっている

のか、どのようなお考えでいらっしゃるのかが先ほど少しお伺いしたんです

けれども分からないところもあります。それからどのように文化交流へご招

待して交流を深めていけるのかというのも、国際交流協会の方にお伺いしな

がらこちらから開いていかなければ難しいのかなと思ったりしています。今

後、いろいろ教わりながら検討していきたいなと思っております。 

 

 はい、ありがとうございます。続きまして、お願いします。 

 

 先ほどもお話しさせてもらったのですが、委員さんも言われていたのです

が、実習生も 3年だったものが 5年になり、5年のものが今後 10年になると
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いう可能性もある中で、先輩が後輩を指導していく。先輩は長い間おられる

ので企業もちゃんとコミュニケーションをとって流れを作っていく。そうい

うことが今から大切だし、我々企業も努力していかなければいけないと考え

ております。よくなる方向に企業としても努力していきたいと考えておりま

すのでよろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。お願いします。 

 

自分と違う人がいるというのは当たり前の事なんですね。自分以外は自分

と違うものであって、それを分かりあうという事が日本人でもあることだと

思います。だから外国人だからとか障がいがあるとか、そういうところも含

めて、そういう価値観が共生社会を作っていくんだろうなと考えると、要は

人権の話なんだろうなと思います。やはり僕ら PTAとして学校の中でいじめ

というのがなかなか無くならなかったりする中で、人と違うからという理由

でひとりぼっちになっている子どもがいたりすればやはり悲しい。そこで手

を差し伸べられる人がいて、誰も取り残さないような社会を作っていく必要

があるんだろうなと思います。そういう価値観を作っていくために国際化と

いう視点は大きなエネルギーを持っているような気がします。そういうとこ

ろに気づきがある会でした。ありがとうございました。 

 

ありがとうございました。続いてお願いします。 

 

私は学校教育の立場から参加させていただいております。高等学校の方な

んですが、基本指針を自分の中に取り込んだ場合、学校現場特に高等学校で

すが高等学校自体もいわゆる基本指針と非常に重なるところがあります。本

校におきましても、新居浜市在住の子供たちだけで構成されているわけでは

ありません。周辺の西条地域、四国中央地域、あるいはそれ以外です。です

ので今検討してきた新居浜市の国際化の基本指針というものの縮図がいわゆ

る学校現場にあるのかなと思います。それから委員さんがおっしゃったよう

に、やはりその中で日本人、外国人という違いに沿ってこの基本指針を考え

ているわけですが、要はそういうところも大事なんですね。やはり他者理解

という点が最初にあって、その他者理解から自己肯定感、他人を理解するこ

とによって自分の良さというものを理解していくことが大事です。相互の学

びが大事だと思うので、一方的に外国人の方に何かをしてあげるというよう

な、上から目線のような形で我々が捉えると、この基本指針の取り扱いは間

違ってくるような気がします。ですから、相互の学びをどういう風に構築し

ていくかというところで、我々はこの基本指針を考えていく必要があると思
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います。それから、委員さんがおっしゃったように、これは具体的に実行し

ていく上で役割分担を考えた場合、例えば私は学校現場ですが、学校現場で

は何ができるかを考えた場合に、やはりそれぞれ役割分担を上手くやって調

和をとってやっていかないと、非常に立派なものができているのですが、そ

れが具体的に実効性を伴わないということにもつながりかねない。そこまで

詰めて役割分担を細かく見ていく必要があるんじゃないかと思います。基本

指針ができたからといってほっとするのではなくて、これをどのように実行

に進めていくかという、いわゆる次のハードルがあると思いますので、この

ハードルに向かって各分野で何ができるかという事を話し合っていく。そし

てまた、途中の中間報告も必要じゃないかと思います。どれだけの実効性を

果たせているかといったところで、基本指針を作ったら終わりといった会合

ではなくて、やはり継続性を持った持続可能な社会の発展性を求めていると

いうような視点が大事だと思います。 

 

ありがとうございます。お願いします。 

 

このアンケートを見ますと、言葉が通じなくて困ったというものが一番多

く出ています。技能実習生の方はほとんど企業の方が一緒に見えられるので

問題はありませんし、永住者の方はほとんど日本語がお出来になるのであま

り問題になることはないので、現実にはそれほど病状を聞くのに困ったとい

うのは私自身経験しておりません。そして、大変きれいにまとまった基本指

針ができているのですが、できることならこれらを他国の言語に訳して皆さ

んに周知できると良いかなと思います。 

 

はい、ありがとうございます。私も感想を述べさせていただきます。 

私も国際交流協会の設立の委員会から出席させて頂いておりまして、制度

の整備それからこの基本指針が出来上がったことで方向が見えてきたなとい

う感じがします。でもその立派な指針だけでは足りなくて、どれだけの人が

この指針によって動けるか、また繋がっていけるかという事が大切だと思い

ます。本日もいろいろな団体の方が来られていまして、皆さんもそうおっし

ゃっていますが、やはり一人一人の人との交流が大きい部分だと思いますの

で、サポートする組織同士の横のつながりを大切にして、なんでもつながっ

て解決していけるような指針であってほしいなと思いました。ありがとうご

ざいました。 

 事務局より何かありましたらお願いします。 

 

基本指針の策定がまとまったという事で、これまで長い間議論いただき、
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また貴重な意見を頂きまして本当にありがとうございました。皆さんの感想

を聞かせていただきながら、多文化共生の社会というのは本当にこれから目

指していく方向なんだろうなと思っているのですが、そのためには立場を超

えてお互いを認め合う、いわゆる相互理解であり相互交流という部分が非常

に重要なのかなと思います。そのためには、外国人との価値観の違い、文化

の違いというものを踏まえて相手の事情や背景を思いやれる、まさに人とし

て必要な部分ではないかなと思っております。これからやっていくには徐々

にいろんな取り組みを広げながら、おそらく時間はかかると思いますが、こ

ういった社会が新居浜に実現できるようなそういった方向を持って今後行政

としても積極的に取り組んでまいりたいと考えております。また、ご意見の

中でいただいておりました中間報告や多言語というお話についても今後参考

にさせて頂きたいと思いますので、引き続きご協力ご理解をよろしくお願い

したいと思います。本日はありがとうございました。 

 

それではどうもありがとうございました。本日は以上で第 3 回新居浜市国

際化基本指針策定委員会を終わります。委員のみなさまのご協力のおかげで

新居浜市国際化基本指針を策定することができました。本日はありがとうご

ざいました。 

 


